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研究成果の概要（和文）：知識創造サイクルモデルの構築及び検証については、これまで構築して来たディア関
連系システムをベースに、知識創造サイクルモデルの構築を行なった。本研究では知識創造と知識利活用を互い
に逆の演算とみなし、それら両方を備えることによって、知識の正当性の確認を可能とする。
しかしながら、必ずしも知識創造演算が、適切に（すなわち逆演算が一意に定義できるという意味において）設
定されるとは限らないため、制約条件、補助条件、確率的な演算を援用し、逆作用素を決定する必要がある場合
も多い。これらについて、すでに３件の独創性のあるモデルを提案することに成功した。
研究成果の概要（英文）：We developed "A Method of Knowledge Creation and Knowledge Utilization” by 
Generalized Inverse Operator" for Big Data, We established a model by regarding the Knowledge 
creating Operator and the Knowledge Utilization Operator as the inverse operator mutually.
The main problem is the creating the inverse operator is not well-posed and we cannot construct the 
inverse operator properly, We need some auxiliary conditions and probabilistic process to the 
problem. We succeeded to make the problem well-posed by combining the auxiliary constrained 
conditions, notion of generalized inverses and probabilistic conditions. We applied this method to 3
 different class of problems and sucessfully implemented the method to the system.
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１．研究開始当初の背景 
 
近年，コンピュータを用いた新たな価値創造
の枠組みとして，ビッグデータの研究が盛ん
に行われている．ビッグデータ研究の持つ特
徴は，現実の事象について，人間には気付か
ないような関係性を発見するところにある．
すなわち，我々人間が仮説を立てて，その仮
説にあうデータが取れるかどうかを検証する
といったような方法ではなく，まずデータが
あり，そこにある関係性をコンピュータに可
能な限り探させるという方法を採る． 
そうして見つかる関係性には物理科学の法則
のような常に成り立つようなものばかりでは
なく，ある限定された環境下でのみ成り立つ
ような法則も多数含まれる．そのような関係
性を，法則を発見する事を主目的とするので
はなく，あくまで現実の問題を解決すること
を目的として，逐次検証，再構築していかな
くてはならない。 
 
２．研究の目的 
 
本研究の目的は，コンピュータを用いた新た
な知識創造の枠組みである，知識創造サイク
ルモデルを提案し，計算可能なシステムとし
て構成する事である．本研究では知識創造と
知識利活用を互いに逆の演算と見なし，それ
ぞれ知識を抽出する作用素を順作用素，抽出
した知識を現実に作用させる作用素を一般化
逆作用素と定義する． 
そしてそれら両方を備えることによってはじ
めて知識の検証が可能となることを示し，ま
た検証によって知識を再創造するサイクルを
構成する方法を提案する．以上について理論
的な体系を構築するため，具体的なビッグデ
ータの事例にも取り組みながら，理論的な考
察を行っていく． 
 
 
３．研究の方法 
「知識創造サイクルモデルの構築及び検証」
については，これまで構築してきたメディア
間連携システムをベースに，本提案システム
である知識創造サイクルモデルの構築を行っ
た．本提案システムにおいては，ビッグデー
タ研究のコアとなる理論を提唱することを目
指しているため，汎用的に用いられるよう，
理論的検証を重点的に行う． 
図1：知識創造と知識利活用サイクル． 
 
 
本研究では知識創造と知識利活用を互いに逆
の演算と見なし，それら両方を備えることに
よって知識の検証を可能とする．現在その理
論の一部を示しており，これを補完する形で
研究を進めていく．図1は，提案モデルである
知識創造サイクルモデルを，実装可能なシス
テムとして構成した知識創造サイクルシステ
ムの例となる．また，図2 は，提案モデルに
おける知識創造と知識利活用の定義を示した
ものである．これらの例においては，知識の
表現形式として，ある事象における特徴
(Specific feature) と，それをメタ表現した
特徴(General feature) との関係との相関行
列に限定した場合を想定し，理論を構築して
いる． 
相関行列を用いて知識を表現するという事は，
知識を線形な変換に限定しているという事に
なり，このままでは非線形な変換を意味する
ような知識を表現できていないが，ビッグデ
ータ研究においてコンピュータを用いて発見
する知識を，相関行列で表わされるものに特
化した方が良い可能性などについても考察し
た。 
図２：知識創造と知識利活用の定義 
 
４．研究成果 
知識創造サイクルモデルの構築及び検証につ
いては，これまで構築してきたメディア間連
携システム をベースに，本提案システムであ
る知識創造サイクルモデルの構築を行った．
本提案システムにおいては，ビッグデータ研
究のコアとなる理論を提唱することを目指し
ているため，汎用的に用いられるよう，理論
的検証を重点的に行った。 
本研究では知識創造と知識利活用を互いに逆
の演算と見なし，それら両方を備えることに
よって知識の検証を可能とする。 実装可能な
システムとして構成した知識創造サイクルシ
ステム、提案モデルにおける知識創造と知識
利活用の定義を示し、これらの実績として、
具体的な知識創造モデルの提案を以下により
行った。“A Method of Knowledge Creation 
andKnowledge Utilization” by Generaliz 
ed Inverse Operator”, Ryotaro Okada, 
Takafumi Nakanishi and Takashi Kitagawa, 
2014 IIAI 3rd International Conference on 
Advanced Applied Informatics, pp.253-258, 
2014 
また画像認識によるデータ群からの逆問題に
よる、画像分類手法の構成を以下により行っ
た。"The Method of Image Feature Selection 
for Integration of Image Classification 
byBag-of-Keypoints”, Kyohei Matsumoto, 
Ryotaro Okada, Takafumi Nakanishi, Takashi 
Kitagawa, CSCI'15, The 2015 International 
Conference on Computational Science and 
Computational Intelligence, December 7-9, 
2015, Las Vegas, USA. 
知識創造サイクルモデルの構築及び検証につ
いては、これまで構築して来たディア関連系
システムをベースに、知識創造サイクルモデ
ルの構築を行なった。本研究では知識創造と
知識利活用を互いに逆の演算とみなし、それ
ら両方を備えることによって、知識の正当性
の確認を可能とする。しかしながら、必ずし
も知識創造演算が、適切に（すなわち逆演算
が一意に定義できるという意味において）設
定されるとは限らないため、制約条件、補助
条件、確率的な演算を援用し、逆作用素を決
定する必要がある場合も多い。これらについ
て、すでに３件の独創性のあるモデルを提案
することに成功した。 
上記に述べた２つの手法に加え、画像認識の
評価関数を最適化するように、Bag of 
Keypointsの手法を用いることで、従来手法を
自在に組み合わせ、自動的に分類手法を構成
するような試みを行っている。これは、デー
タ群の特色に応じた分類手法を動的に構成す
るものであり、従来の手法ありきの方法論と
は全く異なるものである。 
具体的に知識創造に対応する作用その構成を、
実例として、音楽解釈モデルの逆作用素の構
成を行うことに成功した。（「メディアコン
テンツを対象とした統計的一般化逆作用素構
成方式とその楽曲メディアコンテンツ生成へ
の適用」情報処理学会論文誌、2016）また、
オウンドメディアのユーザの滞留の状況から、
どのようなコンテンツがより長くユーザを滞
留させるに有効であるかを分析する手法の構
成も行なった。（"Evaluation Indexes of 
Customer Journey for Contents of Owned 
Media", Information Modeling and Knowledge 
Bases - EJC 2016） 
これらの手法群は、データオリエンティドサ
イエンスの萌芽となるものと考えられる。 
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